２０１7年度第２回常任幹事会議事録
日　時　２０１7年７月6日（木) １５時３０分～１７時３０分

場　所　日本分析化学会会議室

出席者　中込支部長、望月・鈴木各副支部長、安田監事

相本・会田・岩崎・大橋・奥村・川田・川原・齋藤（伸）・佐藤・敷野・谷合・津越・豊田・並木・野村・林・保倉・本田、各常任幹事、（以上22名）
66 年会実行委員会より野元先生が参加された

当日の出席者の確認が必要

常任幹事会としては初めてなので自己紹介を行った。

１．前回議事録確認
　　去る3月17日(金)に開催された２０１7年度関東支部（新旧引継）幹事会議事録（別紙２－１）について、事前に mail で配信の上、中込支部長から報告があり、一部訂正の上、異議なく承認された。
２．報告事項
（１）会計中間報告
鈴木副支部長より，6月30日現在、支部会計中間報告（別紙２－２）について、報告があった。講習会第1コースについては終了しており、その収支について摘要正味財産増減一覧表関東支部分を使って詳細に説明された。中込支部長より会計処理の報告方法についてもフォーマットを揃えてまとめたいという依頼があった。会計処理のフォーマット(費目・分類のみ)と仕分けの手引を田中さんより作成・配信される予定ということであった。初めての試みなので、適宜やりながら修正・改善してゆきたい。
（２）第58回機器分析講習会
各講習会担当から（別紙２－３）のとおりそれぞれ報告があった。
　　①川田常任幹事より，第１コ－スは6月22日(木)23日(金)にアジレントテクノロジー㈱芝浦オフィスにおいてされ、講義のみ 4 人を含む 28 人が参加した。講師の変更が予定されているので次年度に向けて実習・講義の内容変更を計画している。②鈴木副支部長より，第２コースは7月26日(水)～28日(金)に慶應義塾大学薬学部において開催予定，現在の申し込み者数約 33　人(講義のみ3名を含む)③鈴木副支部長より，第３コースは11月に異物(一日)・異臭(一日)分析実習として島津製作所東京支社にて開催予定，内容について最終調整後決まり次第情報を公開してゆきます。④並木常任幹事より，第4コ－スは環境規制に関する分析手法ROHS分析(六価クロムとフタル酸エステル類を中心に)について㈱日立ハイテクサイエンスにおいて2018 年 1 or 2 月に開催予定，との報告があった。3 コース以降については、個人参加者用の保険や保証に関する注意書きを検討することとなった。

（３）化学分析基礎実習
　　林常任幹事より，（別紙２－４）のとおり化学分析実習コースは8月24日(木),25日(金)に東京理科大学神楽坂キャンパス10号館において開催予定、現在 36 人が申し込みされているとの報告があった。日程を 2 日間にしたことで参加者も大幅に増えている。会場について、ここ数年は神楽坂キャンパスを利用できるがキャンパスの移動が予定されていることも報告された。個人参加者用の保険や保証に関する注意書きを検討することとなった。敷野常任幹事より 2 月の B コースの報告も行われた。
（４）新潟地区
　　　奥村常任幹事より，第31回新潟地区部会研究発表会を来る9月22日(金)新潟大学駅南キャンパスにおいて（別紙２－５）のとおり，特別講演2件，一般講演4件、ポスター発表を開催予定である旨報告があった。
　　　佐藤常任幹事より新潟地区若手賞について募集要項の説明が行われた。現状は応募がないが、今後運営をしながら検討したい。

（５）第14回茨城地区分析技術交流会
　　　大橋常任幹事より，（別紙２－６）のとおり12月1日(金)いばらき量子ビーム研究センターにおいて，五十嵐先生の記念講演を含む 4 件の講演にて開催予定であることが報告された。詳細は「ぶんせき」9 月号のおしらせ欄に掲載すると共に支部 HP にて公開する。
　中込支部長より千葉地区は動いているが今回は報告がなかった。他の地区(栃木や神奈川、山梨など)についても活動ができれば活動をして欲しいとの依頼があった。

（６）支部ニュース27号
　　　川原常任幹事より、昨年から支部予算が割り当てられている支部行事ごとに支部ニュース原稿執筆担当者を決めていただき、支部ニュース編集委員会 mailing list (kanto-news@jsac.jp)に原稿を送信していただく方式で原稿回収を行っており、すでにいくつかの行事について東常任幹事に担当者の連絡があったことが報告された。新年会に合わせて発行予定とのこと。
（７）若手の会活動報告
　　　豊田常任幹事より，（別紙２－７）のとおり7月14日(金),15日(土)にて、「ホテルニュー塩原」にて平成28年度東日本分析若手交流会を開催する。講師 3 人、博士課程招待講演は3件、ポスター発表となり、学生ポスター4 件に優秀ポスター賞を贈呈したことが報告された。参加者は合計 66 人で一昨年よりも増加している。収支については、現在処理中であり次回常任幹事会で報告予定。次年度以降は本部の補助金などへの申請も検討したいとのことであった。
（８）本部・支部連絡会議
　　鈴木副支部長より，去る去る5月27日(土)の龍谷大学の龍谷大学での討論会会期中に開催された本部・支部連絡会議について報告があった。

（9）「ぶんせき」編集委員会
　　　川原常任幹事より，入門講座やミニファイル・特集記事の内容などについて企画が決定され、順次原稿執筆依頼が配信される予定であることが連絡された。
（10）「英文誌」編集委員会
担当者欠席の為、報告なし。
（11）「分析化学」編集委員会
　　　担当者欠席の為、報告なし。
（12）2016年度学会賞等受賞者
　　　中込支部長より，理事会において，（別紙２－7）に記載の方々の受賞が承認された旨報告があった。
（13）その他　
　　　谷合常任幹事より支部 HP のデザイン刷新を依頼していた業者では、新しい OS に対応できないと連絡が入り、業者変更をすることになった。新OS, 新システムで対応できる業者を最初から選定してデザイン刷新を見積り直すことになるが、できるだけ早期に対応したいとのことであった。

３．協議事項
（１）学会賞等候補者推薦委員委嘱の件
　　　中込支部長より，標記委員候補者案（別紙２－8）について説明があり，下記のとおり委嘱することを承認した。所属については最新の情報に更新し、今後辞退者が出た場合は支部長に一任することとなった。
　　　　委員長　　中込　和哉
　　　　委　員　　内山　一美　　鈴木　康志　　望月　直樹　　会田　秀樹

川田　 哲　   川原　正博　　鈴木　保任　　林　英男

本田　俊哉　　安田　純子

（２）2017 年本部主催年会について
　　東京理科大学野元先生より、2017 年9 月 9 – 12 日に東京理科大学葛飾キャンパスを会場として開催される本部主催年会について進捗状況の報告があった。6 月にプログラム委員会が開催されたことが報告された。役割分担案が提示され、確定後、順次実行委員の先生方に連絡される予定であると報告された。

（３）その他　
　　本田常任幹事より、2018年の新年会の日程について問い合わせがあり、協議の結果2018 年1 月 9日（火）に秋葉原ダイビルで開催予定となった。会場は 12:00 から　18:00 で仮押さえをし、今後式次第などについて、継続審議をすることになった。
